
2011年10月 No.２ 発行･山形県議会共産党執務室

Tel 050（3666）1542

旅
館
経
営
者
か
ら

原
発
事
故
後
、
県
内
の
旅

館
で
は
、
首
都
圏
か
ら
の
観

光
客
が
半
減
し
、
経
営
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
旅
館
も

あ
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
回
、
国
の
賠
償
（
国

内
観
光
）
対
象
地
域
に
、
山

形
県
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
一
方
、
米
沢
市
の
旅
館

が
会
を
結
成
し
、
風
評
被
害

の
損
害
賠
償
を
求
め
る
た
め

の
勉
強
会
を
行
な
う
な
ど
の

動
き
も
で
て
い
ま
す
。

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
９

月
28
日
、
県
議
会
・
商
工
観

光
常
任
委
員
会
で
、
会
の
き
き

と
り
調
査
も
ふ
ま
え
「
県
の

動
き
が
み
え
な
い
と
の
声
が

あ
る
。
県
は
国･

東
京
電
力
に

賠
償
を
求
め
る
姿
勢
を
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
出

さ
れ
た
「
風
評
被
害
の
賠
償

対
象
地
域
へ
山
形
県
を
認
定

す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
請

願
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

国
に
意
見
書
提
出
し
ま
し
た
。

農
業
・
自
主
避
難
者
か
ら
も

ま
た
、
農
民
運
動
山
形
県

連
合
会
は
「
観
光
サ
ク
ラ
ン

ボ
園
」
の
風
評
被
害
や
「
米

の
放
射
性
物
質
の
自
主
検
査

費
用
」
な
ど
を
東
電
に
請
求

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
３
歳
の
子
ど
も

達
と
自
主
避
難
し
て
来
た
お

母
さ
ん
は
「
福
島
と
山
形
の

二
重
生
活
。
自
分
も
仕
事
を

休
み
、
収
入
も
減
っ
て
い
る
。

今
ま
で
よ
り
お
金
が
か
か
る
」

の
に
「
何
の
補
償
も
な
い
」

と
東
電
に
不
満
の
声
を
上
げ

て
い
ま
す
。

公
設
民
営
の
東
北
芸
工

大
を
運
営
す
る
学
校
法
人

と
京
都
造
形
大
（
京
都
市
）

を
運
営
す
る
学
校
法
人
が
、

統
合
に
向
け
文
科
省
に
申

請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

統
合
は
唐
突
に
出
さ
れ

県
民
・
市
民
か
ら
は
疑
問

や
反
対
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

９
月
６
日
、
渡
辺
ゆ
り

子
県
議
ら
は
県
に
「
芸
工

大
に
『
統
合
は
延
期
』
し

『
十
分
な
説
明
の
場
』
を

設
け
る
」
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

ま
た
、
渡
辺

県
議
は
、
９
月

９
日
、
平
県
議

会
議
長
に
統
合

問
題
に
つ
い
て

の
「
説
明
の
場
」

を
設
け
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
県
議
会
総

務
常
任
委
員
会
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協
議

会
で
は
、
初
め
て
芸
工
大

が
議
会
で
説
明
を
行
い
、

県
民
向
け
に
10
月
半
ば
頃

「
説
明
の
場
」
を
設
け
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。渡

辺
県
議
は

総
務
常
任
委
員

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
財
産
の

担
保
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま

し
た
。
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８月11日、避難者支援センター（山形市）で聞き取りする渡辺ゆり子県議

山
形
県
が
補
償
対
象
地
域

に
認
定
さ
れ
な
い
の
は
大

問
題
で
す
。
政
府
・
東
京

電
力
は
「
全
面
賠
償
」
に

応
じ
る
べ
き
で
す
。

山
形
県
議
会
９
月
定
例
会
が
９
月
20
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
「
円

高
・
震
災
対
応
」
「
避
難
者
支
援
」
関
連
経
費
、
ま
た
「
中
央

児
童
相
談
所
一
時
保
護
所
の
移
転
改
築
に
向
け
た
設
計
経
費
」

（
裏
面
に
詳
細
）
な
ど
を
計
上
し
た
補
正
予
算
に
賛
成
し
ま
し

た
。
渡
辺
県
議
が
所
属
す
る
商
工
観
光
常
任
委
員
会
で
は
、
特

に
原
発
事
故
に
よ
る
「
観
光
の
風
評
被
害
」
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

９月９日、渡辺県議は県議会議長に「県議会おいて、統合問題について
学校法人東北芸術工科大学の説明とそれに対する質疑の場を設ける」よ
う要望（右：渡辺県議）

東
北
芸
工
大
が
総
務
常
任
委
協
議
会
で
説
明

▲９月30日、渡辺ゆり子県議が県に情報開示請求をしていた文書が開示
された（上の文書） 文書は、芸工大の「大学設置に関する覚書」 平
成２年３月23日付けで、当時の山形県知事と山形市長が、大学設置費用
負担（建設費、準備委員会費用等を県と市で費用折半するなど）につい
て覚書を交わしたもの この覚書以降、公費約２００億円を支出 文書
には、今回の統合のような場合に、設置目的を担保する項目は見当たり
ません 県によると目的が担保される協定などは、大学と結ばれていな
いといいます 県は少なくとも大学と設置目的を担保する協定などを結
ぶべきです

▲内容は①統合について出資目的が
損なわれない保証があるのか十分な
検討を行うこと②「統合は延期し十
分な説明と議論の場を設け、統合の
見直しも含めた検討を両学校法人に
申し入れること」など４項目です

９月６日、渡辺ゆり子県議らは「学校法人東北芸術工科
大学の統合問題についての申し入れ」を吉村知事宛に提
出しました（写真中央：渡辺県議）
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「
と
て
も
人
権
が
守
ら
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い･

･
･

」
県

の
婦
人
保
護
施
設(

※)

を
利
用

し
た
女
性
の
訴
え
で
す
。
「
母

子
で
入
所
す
る
人
も
い
る
。
難

を
逃
れ
一
時
的
に
身
を
寄
せ
る

場
所
が
あ
る
の
は
有
難
い
が
、

古
く
て
狭
い
」
と
語
り
ま
す
。

施
設
は
、
性
格
上
、
場
所
も

内
容
も
非
公
開
で
、
状
況
を
外

に
訴
え
る
人
も
少
な
い
た
め
、

実
態
を
知
り
得
る
機
会
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
の

件
数
が
増
え
（
右
グ
ラ
フ
）
、

入
所
者
も
増
加
傾
向
に
あ
り
施

設
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
当
時
の
県
の
認
識

も
「
狭
く
老
朽
化
し
て
い
る
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
対
応
は
後

景
に
追
い
や
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

８月４日県庁 県農民連が、福島原発事故の放射能

対応で「稲など検査体制の強化」「放射性物質検査

費用の一時立替」などを県要望

８月４日県庁「高齢者、乳幼児のいる世帯では熱

中症も心配になってきている」「避難者が入居す

る雇用促進住宅にクーラーの設置を」（米沢市議）

吉
村
県
政
誕
生
２
年
目
で

昨
年
６
月
、
渡
辺
ゆ
り
子
県

議
は
、
厚
生
労
働
環
境
常
任
委

員
会
で
「
DV
被
害
者
支
援
計
画

の
見
直
し
」
と
合
わ
せ
「
施
設

を
人
権
に
配
慮
出
来
る
よ
う
改

築
を
」
と
主
張
。
県
も
「
検
討

す
る
」
と
答
弁
し
、
以
後
「
改

築
検
討
費
」
が
予
算
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
８
月
に
は
少
子

高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会
で

「
施
設
の
改
築
を
早
く
」
と
質

問
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
９
月
補
正
予
算
で

「
移
転
改
築
の
設
計
費
」
５
３

０
０
万
円
が
盛
り
込
ま
れ
、
改

築
へ
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

討論する渡辺ゆり子県議

（6月28日、本会議）

８月24日 放射性物質が搬入されている産業廃棄物

最終処分場を視察（村山市）「受け入れをしている

のは焼却灰、場所を決め埋め立てしている」と説明

す
べ
て
の
国
民
に
医
療
を
保
障

す
る
社
会
保
障
と
し
て
始
ま
っ
た

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
開
始
か

ら
半
世
紀
た
ち
ま
し
た
。
今
、
加

入
者
の
構
成
は
大
き
く
変
化
し
、

国
庫
支
出
金
の
大
幅
減
に
よ
り
、

財
政
面
で
危
機
的
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
所
得
格
差
が
、
命
と
健
康

の
格
差
を
生
み
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
な
か
、
山
形
県
は
９

月
20
日
、
国
保
の
「
広
域
化
支
援

方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
政
府
が
め
ざ
す
「
広
域
化
」

（
運
営
主
体
を
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
単
位
に
変
え
る
こ
と
）
で
想

定
さ
れ
る
の
は
、
大
幅
な
保
険
税

の
引
き
上
げ
で
す
。

「
広
域
化
」
を
や
め
、
国
庫

負
担
率
を
元
に
戻
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

国
は
今
後
、
小
学
校
の
学

級
定
員
を
35
人
（
ゆ
く
ゆ
く

は
小
学
１･

２
年
生
は
30
人
）

に
し
て
い
く
方
針
で
す
。

渡
辺
県
議
は
、
９
月
30
日

の
県
議
会
少
子･

高
齢
化
対
策

特
別
委
員
会
で
、
今
後
の

「
少
人
数
学
級
編
成
『
さ
ん

さ
ん
プ
ラ
ン
』(

※)

」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

酒
井
智
子･

義
務
教
育
課
長

は
「
『
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ン
』

の
成
果
と
し
て
欠
席
が
少
く

な
っ
た
（
小
学
校
で
全
国
２

位
・
中
学
校
で
全
国
１
位
）
。

今
後
、
課
題
を
『
さ
ん
さ
ん

プ
ラ
ン
再
構
築
会
議
』
で
検

討
し
、
来
年
夏
ご
ろ
に
答
申

を
も
ら
い
た
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
「
多
く
の
父

母
は
30
人
学
級
実
現
を
求
め

て
い
る
」
と
指
摘
し
、
さ
ら

な
る
前
進
を
求
め
ま
し
た
。

県
の
少
人
数
学
級
編
成
は
新

た
な
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ＤＶ関係相談件数

４５

３３８

１９９９年

児童虐待(認定)相談件数

９１

２３２

２００９年１９９９年２００９年

※
県
婦
人
保
護
施
設
等

山
形
県
の
婦
人
相
談
所
の
一
時
保
護

所
は
、
中
央
児
童
相
談
所
一
時
保
護
所

と
、
婦
人
保
護
施
設
の
金
谷
寮
と
３
つ

の
施
設
が
一
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
月
も
経
ち
、
狭
く
老
朽
化
し
て

い
ま
す
。
施
設
は
保
護
を
必
要
と
す
る

女
性
と
子
ど
も
を
対
象
に
し
て
い
ま
す

が
、
非
行
少
年
の
対
応
で
中
高
生
も
入

所
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
安
全

の
確
保
と
傷
つ
い
た
心
が
癒
さ
れ
る
よ

う
な
施
設
が
望
ま
れ
ま
す
。

※
県
の
少
人
数
学
級
制
度

２
０
０
４
年
度
、
県
は
全
国
に

先
駆
け
、
少
人
数(

33
人)

学
級
を

導
入
。
内
容
は
①
34
人
以
上
は
、

２
学
級
に
分
け
る
②
た
だ
し
、
学

年
全
体
が
34
〜
40
人
の
場
合
、
学

級
は
分
け
な
い
。

②
が
あ
る
た
め
、
少
人
数(

33

人)

学
級
と
い
っ
て
も
、
小
中
で

33
人
を
超
え
る
学
級(

多
人
数
単

学
級)

が
97
も
あ
る
。
多
人
数
単

学
級
を
解
消
し
、
全
て
の
子
ど
も

に
「
30
人
学
級
」
の
実
現
を
！

◎２０１２年度県予算における私学助成関係予算の拡充

について

⇒採択、

知事送付

◎高等学校教育に係る保護者負担の公私間格差の是正と

教育予算の大幅拡充を求める意見書の提出について

⇒採択、

意見書提出

◎免税軽油制度の継続を求める意見書の提出について
⇒採択、

意見書提出

◎環太平洋パートナーシップ協定への参加反対を求める

意見書の提出について
⇒継続審査

渡辺県議が紹介議員になった請願の審査結果は以下の通り

県農民連から提出された「ＴＰＰ参加反対を求める意見

書」請願は委員会審査で継続審査となりました

８月11日県庁 県革新懇が知事宛に「知事の『卒原発』

に賛同する声明」を届ける


